
千葉県 成田市立西中学校

新たな学びの場の創造

生成AIを「創造的パートナー」とする未来の教育へ

イラスト：Gemini3



生徒の「今」と「未来」に向き合い学校をアップデートする覚悟
私たちは未来の不易を作っていく



すべての変革の原動力は風土づくり

「前へ 挑戦」

「誰一人取り残すことなく、前進し続ける学校」

テクノロジーの活用は、このビジョンを実現するための道具
真の革新は変化を恐れず挑戦する文化の創造

イラスト：Gemini3



グランドデザインと5つの柱

グランドデザインで学校の方向性を明確にし、
ビジョンを共有してスタンダードを上げていく

職員が挑戦する風土をつくる



学力は「子供達の今と未来をつなぐもの」
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今の自分 → 未来の自分

生徒の「今」と「未来」に向き合い学校をアップデートする
基盤となる背景・軸を明確にする





テクノロジーの活用が日常化し、失敗を恐れない挑戦する文化・風土が
次のステージへのスムーズな移行につながった



会議の削減 クラウドツールでのブレス

ト

情報共有の効率化 チャットツールで

情報を迅速に共有、職員間の「刺激」と「気

付き」を促進

校務の効率化 校務支援や採点なども

デジタル化、負担が大幅に軽減



ステージ1〜2の成果
「個の変容」から「組織の変革」へ

強固な



第３ステージ：AIを「創造的パートナー」として位置付ける

• 生徒の未来と向き合い「AIが社会インフラとして機能する世界」を想定する
• 子どもたちが AIと共に新たな価値を生み出す力を育む
• まずは教職員が率先してAIにアクセスし、その上で授業デザインの改革を進める



生成AIを活用した授業実践事例

教科を超えて「AI技術の習得」自体を目的にせず、「人間の能力（言語化・メ
タ認知・創造性）がいかに鍛えられるか」を主眼に活用する柱を設定する



言語能力を鍛える

思考を「代替」せず、「拡張」する授業デザイン

メタ認知力を鍛える

創造性を鍛える表現力を鍛える

イラスト：Gemini3

（作品制作）



言語化能力を鍛える：国語

AIとディベート学習

学習目標

情報を選択・活用する能力の習得と論理的思考力の向上

AI活用方法

• AIとのディベートを通じて異なる視点や反論を取り入れる

• AIの出力結果をグループごとのホワイトボードに整理

• 文章の中の重要なキーワードを抽出し、まとめ直す

学習プロセス

1. AIの出力結果を表示

2. グループでホワイトボードに整理

3. 発見や象徴的な出来事をキーワードで言い換え

4. 話し言葉から書き言葉への変換

生徒の感想

「AIとディベートすることで自分の意見からは考えられなかったことを取
り入れられた。反論やAIの評価から、意見の伝え方の工夫が大切だと思っ
た。」

ディベートの効果

• 相手と自分の意見の違いを確認

• 相手の意見の良いところを取り入れる

• 自分の考えを深める

• 「5人目の存在」としてAIが自然と受け入れられる

生徒が使用しているAI スタディ ポケット for STUDENT



メタ認知力を鍛える：数学

標本調査の導入授業

学習目標

標本調査の理解と適切な調査方法の習得

AI活用方法

• 過去の学習内容の振り返り

• これから学ぶ知識の検索

• 生徒の意見分析

• 統計問題のヒント取得

複線的な授業展開

一人で考える ペアで考える グループで考える 教科書で調べる

タブレットで調べる 生成AIで相談する

生徒の感想

「標本調査とは何か？生成AIからの応答だけではよくわからなかったが、
授業を通して、標本調査は集団全体の傾向を推測するのに適していること
がわかった。もっといろいろなパターンについて調べてみたい。」

AIの位置づけ

• 一人の相談相手として授業に位置づけ

• 自由に思考を深めるためのツール

• 多様な学習アプローチの一つ

• 教師や教科書と併用する補助ツール



▲生徒がすぐつかえるようにテンプ
レートをいくつか用意。必要なものを
選択して活用する。

▲自分がかいた証明を評価しても
らっている様子。 ▲「合同の証明ヒント支援」のプロンプトで

生成AIと相談しながら証明を組み立てて
いる様子。

▲証明の問題や自分がかいた証
明を、写真を撮って生成AIに聞い
ている様子。

▲生成AIのアドバイスを元に、証
明を直している様子。 ▲自分で証明する生徒、級友と相談しながら

進める生徒、生成AIと証明に取り組む生徒など、
様々な生徒が混在している。

メタ認知力を鍛える：数学（図形・証明）

生徒が使用しているAI スタディ ポケット for STUDENT



創造性を鍛える：課外活動
「自由参加型の生成AI学習会

生成AI活用コンテスト」
夏休みの挑戦 生徒の「挑戦したい」を形にする場を作る。

クイズによるリテラシー教育の後、コード生成などの高

度なツールを開放。知的好奇心を解き放つ。

生徒が使用しているAI  Canva AI



「与えるルール」から「共に考え創るルール」へ

生徒主体のルールメイキングが、当事者意識を育む

土台となるルールから、自分で考えるマナー・モラルでセルフコントロール
できる力を育てる「情報モラル、メディアリテラシー」の育成



「禁止」ではなく「どう使うか」
              生徒主体の「情報モラル、メディアリテラシー」の育成



まだまだ道半ばではあるが、子どもたちの未来に寄り添い、「創造的パート
ナーとは？」と問いかける姿勢が次へつながると信じている



教師の役割は、「知識を教える者」から「創造
性を引き出す者」へ
生徒のうちなる創造性を引き出し、深い学びをデザインし、挑戦を支
援する「ファシリテーター」

職員が相互に刺激しあい、学び合う文化の中で、最適な解を探す営
みこそが私たち教職員にとって最もワクワクする挑戦である



ご清聴ありがとうございました

MAKE A PROGRESS
「正解がない時代」だからこそ、

 問い続け、挑戦し続ける。
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